
（研究機関の名称：広島市立広島市民病院） 

 
現在、当院小児外科で実施している研究へご協力のお願い 

 
１．研究課題名 

 胆道閉鎖症症例における就学期以降の社会生活の実態調査に関する研究 

 

２．対象となる方 

2017 年 10 月 31 日現在、当院および参加施設の外来にてフォローアップしている胆道閉 

鎖症の患者さんのうち、就学期以降の患者さん 

 

３．研究目的 

 胆道閉鎖症症例における就学期以降の社会生活の実態を調査し、その実態に関連する可

能性のある因子（肝臓移植、胆管炎、胃食道静脈瘤、肝機能異常、頭蓋内出血）と患者さ

んの社会生活との関連性を検討し、さらに患者さんの社会生活を向上させる方策を検討す

ることを目的としています。 

 

４．研究期間 

2018 年 3 月（倫理審査委員会承認後）～2018 年 6 月 30 日（予定） 

  

５．研究に用いる情報の種類 

診療情報等：年齢、性別、肝機能異常の有無と程度、胆管炎の有無と程度、胃食道静脈

瘤の有無と程度、頭蓋内出血の有無と程度、義務教育の状況、最終学歴、就職の有無、結

婚の有無、出産の有無（女性のみ） 等 

 

６．実施方法 

この研究に使用する情報は匿名化処理を行い、患者さんの氏名やカルテ番号、住所など

が特定できないようにしたうえで使用します。また、患者さんの氏名やカルテ番号を置き

換えた番号との対応表も当院で保管し、当院以外へはでません。 

また、各研究参加施設の情報について当院に提供を受けて、統計学的な検討を行います

が、当院に提供される情報は匿名化処理され、患者さんの氏名やカルテ番号、住所などが

特定できないようにされています。 

 

７．研究組織 

 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立広島市民病院 秋山 卓士 

 独立行政法人国立病院機構 岡山医療センター 中原 康雄 

独立行政法人国立病院機構 四国こどもとおとなの医療センター 岩村 喜信 

地方独立行政法人山口県立病院機構 山口県立総合医療センター 河﨑 正裕 

 

８．研究代表者 

研究代表者： 

地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立広島市民病院小児外科 秋山 卓士 



   

９．お問い合わせ先 

この研究は、広島市立広島市民病院倫理審査委員会の承認を得て実施しています。 

この研究に使用する情報は匿名化処理を行い、患者さんが特定できないように配慮した

うえで使用します。 

また、この研究の成果を公表するときにも、患者さんを特定できないように配慮したう

えで、学会発表や論文発表する予定です。 

 

この研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  〒７３０－８５１８ 広島市中区基町７番３３号 

  電話 （０８２）２２１－２２９１（代表） 

  広島市立広島市民病院小児外科 秋山 卓士 


